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※台湾の原子力シェアは8.4％

世界各国の原子力発電量と原子力シェア（2017年）

【各国の原子力発電量】 【各国の原子力シェア】

※台湾の原子力発電電力量は21.6TWh

単位：TWh＝10億kWh
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世界の原子力発電規模予測（表）

地 域 2017 
年

2030年 2050年

低予測 高予測 低予測 高予測

北米 113 78 107 36 107

中南米 5 8 10 8 20

北・西･南欧 111 66 97 34 73

東欧 50 51 72 60 90

アフリカ 2 3 4 8 13

西アジア 0.38 8 13 12 26

南アジア 8.5 22 34 50 98

中央・東アジア 102 116 173 145 310

東南アジア 3 9

太平洋 2

世界合計 392 352 511 356 748

単位：GW＝100万kW

※地域の分類は、 国連の統計分類に準ずる

うう

 運転中：448基・3億9,200万kW

 建設中：59基・6,000万kW

 送電開始：4基・337.3万kW

 建設開始：4基・425.4万kW

 退役（閉鎖）：5基・302.5万kW

 原子力発電量：2兆5,030億kWh
（前年比約1％増）

 原子力シェア：約10％

2017年の世界の原子力開発動向

（2017年末時点）
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世界の原子力発電規模予測（グラフ）

単位：GW＝100万kW
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6

世界の原子力発電規模予測(閉鎖と新規建設)

うう
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 短期的には、世界のいくつかの地域では、天然ガスの低コストと補助金付で間欠性の再生可能エネルギーによ
る電力価格への影響が、原子力の成長見通しを左右し続けることが予想される。さらに天然ガスについては、
掘削技術向上による低コストおよび供給量増加の結果、競争力がさらに増大してきている。未だ継続中の経済
の不確実性やいくつかの地域における電力消費の減少が、原子力発電のような資本集約プロジェクトにとって
課題となり続けるであろう。また、高まる安全要件や先進技術の展開の困難さなどが、建設期間の長期化やコ
スト増をもたらしている。福島第一事故に加えて、上記問題が原子力発電開発計画に影響し続けるであろう

 長期的には、発展途上国における人口増加や電力消費だけでなく、気候変動対策や大気汚染問題、エネル
ギー供給保障、他の燃料価格の不安定さの理由から、原子力はエネルギーミックスにおいて重要な役割を果
たし続ける

 2030年の原子力発電規模は、前回2017年予測と比べると、高予測で4,500万kW減、低予測では600万kW
増となった。これらは、福島第一事故や上述した他の要因が反映されている。いくつかの地域で2030年頃以降
に多くの原子炉の閉鎖が見込まれるため、これら予測には不確実性が増している。老朽化や経済性などの要
因による閉鎖の影響を相殺するためには、かなりの数の新規建設が必要となろう

 いくつかの地域、特に発展途上国においては、原子力発電に対する関心は依然高い。パリ協定に対する履行
責任が、今後の原子力発電開発に影響を与える可能性がある

世界の原子力発電予測概観
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世界の原子力発電規模予測（地域別特徴）

8

減少傾向 ・北米＝低予測では大幅減少、高予測では微減状態を維持

・北・西・南欧＝低予測では大幅減少、高予測でもかなりの程度の減少が続く

増大傾向 ・中南米＝低・高予測とも増大するが、規模的には小さい

・東欧＝低予測では緩やかに増大、高予測ではかなり急速に拡大

・西アジア＝低・高予測とも増大するが、規模的には小さい

・南アジア＝低・高予測とも大幅に増大。2050年には現在の5倍、10倍以上に増大

・中央・東アジア＝低・高予測とも大幅に増大。規模的には世界最大の増加を示す

導入見込み小 ・アフリカ＝不確定要素が大きい。規模的には小さい

・東南アジア、太平洋＝当分の間、導入見込みなし。2040～50年頃導入の可能性
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世界の総発電量と原子力発電量の予測

地域

2017年 2030年 2050年

全発電量

(単位:ＴＷｈ
=10億ｋＷｈ)

原子力 全発電量

(単位:ＴＷｈ
=10億ｋＷｈ)

原子力 全発電量

(単位:ＴＷｈ
=10億ｋＷｈ)

原子力

実績 ％ 低予測

高予測

％

％

低予測

高予測

％

％

北米 4737 901 19.0 5224 624

853

11.9

16.3

5896 291

866

4.9

14.7

中南米 1559 31.0 2.0 2171 60

75

2.8

3.5

3576 63

162

1.8

4.5

北・西・南欧 3032 727 24.0 3252 523 

765

16.1

23.5

3809 274

590

7.2

15.5

東欧 1599 352 22.0 2225 399

573

17.9

25.7

3381 480

723

14.2

21.4

アフリカ 780 15 1.9 1454 23

32

1.6

2.2

3699 68

108

1.8

2.9

西アジア 1163 2 0.2 1479 59

98

4.0

6.6

2281 95

208

4.2

9.1

南アジア 1953 49 2.5 3921 173

272

4.4

6.9

8044 404

786

5.0

9.8

中央・東アジア 8217 425 5.2 12861 871

1300

6.8

10.1

17281 1170

2496

6.8

14.4

東南アジア 904 0 0 1642 0

0

0

0

2928 24

73

0.8

2.5

太平洋 289 0 0 350 0

0

0

0

493 0

16

0

3.3

世界合計 24269 2503 10.3 34579 2732

3969

7.9

11.5

51388 2869

6028

5.6

11.7
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世界の総発電規模と原子力発電規模の予測

地域

2017年 2030年 2050年

総発電

設備容量

(単位:GWe=

100万ｋＷ)

原子力 総発電

設備容量

(単位:GWe=

100万ｋＷ)

原子力 総発電

設備容量

(単位:GWe=

100万ｋＷ)

原子力

実績 ％ 低予測

高予測

％

％

低予測

高予測

％

％

北米 1353 113 8.4 1474 78

107

5.3

7.3

1435 36

107

2.5
7.5

中南米 415 5 1.2 548 8

10

1.4

1.8

809 8

20

1.0

2.5

北・西・南欧 970 111 11.3 1108 66

97

6.0

8.7

1215 34

73

2.8

6.0

東欧 440 50 11.4 530 51

72

9.5

13.7

746 60

90

8.0

12.0

アフリカ 202 2 0.9 349 3

4

0.9

1.2

841 8

13

1.0
1.6

西アジア 335 0.38 0.1 409 8

13

1.9

3.1

574 12

26

2.1

4.5

南アジア 495 8.5 1.7 973 22

34

2.3

3.5

1806 50

98

2.8

5.4

中央・東アジア 2383 102 4.3 3903 116

173

3.0

4.4

4609 145

310

3.1

6.7

東南アジア 245 0 0 421 0

0

0

0

709 3

9

0.4

1.3

太平洋 79 0 0 111 0

0

0

0

164 0

2

0

1.2

世界合計 6922 392 5.7 9826 352

511

3.6

5.2

12908 356

748

2.8

5.8
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世界の電源別発電電力量の推移(1971～2017年)

単位：TWh＝10億kWh

地熱

太陽

風力

バイオ燃料および廃棄物

原子力

水力

天然ガス

石油

石炭、褐炭、泥炭

 2017年の世界の総発電電力量は、前年比
2.7％増。原子力発電量の伸びは、1.1％

 天然ガスの発電量がかなり伸びているものの、
石炭の発電量が未だ多くを占める

 天然ガスのシェアが0.4％ポイント増で、23.1％

 水力と再生可能エネルギーが大きく伸び、シェ
アは25.1％に達する

 原子力シェアは、約10.3％

（年）
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世界の最終エネルギー消費量（2017年）

2017年の最終エネルギー消費に占める電力の割合は19％
今後もエネルギー消費に占める電力の割合は増える見込み

14Copyright © JAPAN ATOMIC INDUSTRIAL FORUM, INC 

会員限定で公開しております。

https://www.jaif.or.jp/members/iaea2018

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_IAEA.svg
https://www.jaif.or.jp/members/iaea2018


0

100

200

300

400

500

600

2017年 2030年 2050年

エネルギー

電力

世界のエネルギーおよび電力の最終消費予測

最終エネルギー消費に占める電力の割合は、
2017年の18.5％から2030年 21％、2050年 26.6％に上昇

単位：EJ=10の18乗ジュール
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